
7～8世 紀を中心 とする新羅土器の形式分類
一 「新羅王京様式」構築に向けての基礎研究一

重 見 泰

1.は じめ に

7世 紀代は、新羅が中国王朝の影響 を背景として三国統一を成し遂げ、東アジア社会に大きな変動が起こった重

要な時期である。8世 紀代においても、中国王朝は言うに及ばず、統一新羅と日本との問でも盛んに交易が行われ

てお り、各国独 自の発展の中で絶えず影響を受け合っていた。このように、当該期の研究は各国の内的様相だけに

注目して行えるものではなく、常に外的様相にも配慮すべ きであ り、各国間で同レベルの比較研究が望まれる。

しかし、韓国において、7世 紀以降の考古学研究は決して活発と言えるものではなく、歴史叙述に必要不可欠な

編年体系も十分ではない。これまでの研究では地域性が見落とされがちであったが、三国統一・後も念頭におくなら

ば、先ず、新羅中心地における土器様式の構築 が必要であり、これを、私は 「新羅王京様式」 として提唱する。こ

の様式論を展開するためには基礎的な研究を積み重ねていかねばならない。本稿の目的は、「新羅王京様式」構築

の前段階として、当該期の新羅土器が一体 どういった様相をもっているのかを把握することにある。すなわち、当

時の土器群が、何種類のどういった器形か らなり、土器質の種類による構成はどうなっているのかなどを明確にす

る最も基礎的な研究である。

これまでの新羅土器研究は古墳出土資料が中心に行われ、生活遺跡出土資料は報告される程度でしかなかった。

しかし、7世 紀以降、特に、統一新羅以降では古墳自体 も減少 し、遺物は王京や寺跡を始めとする生活遺跡からの

出土が中心 となるのであ り、生活遺跡出土資料を中心とした土器研究が不可欠である。本稿では、生活遺跡である

慶州市皇南洞376遺 跡出土資料を中心に、7～8世 紀代における新羅十器の形式分類 を試みる。

2.「 新羅王京様式」の提唱

6世 紀中葉以降、新羅土器は形態変化が著しく、新しい器形が出現するなど大きな画期を迎える。現在、この時

期の新羅土器を示す用語としては、「新羅後期様式土器」が広 く用いられてお り、近年、これを細分する形で 「統

一様式土器」という分類が設定されている。

崔乗鉱氏は、それまで使用されてきた 「新羅統一一様式」 という用語が、一定の政治的時代区分と同一であるとい

う誤解 を招 くとして、政治的基点を意識せず従来の古新羅(様 式)十 器を 「新羅前期様式土器」とし、統一新羅
の

(様式)十 器を 「新羅後期様式土器」 として呼ぶことを提案した。

洪漕植氏は、「新羅後期様式土器」という設定が非常に長期間であ り、その中にある画期を見落とす危険性があ
('L)

る として、独自の編年案で三国統一期頃に画期を求め、「統一様式土器」 という区分を設定する。その概念は、申
(3)

敬撤氏が定義したものを拡大 ・具体化 したものであり、その定義は、新羅土器が大同江以南の韓半島全域の生活 ・

祭祀 ・墳墓 ・建築 ・宗教 ・軍事遺跡などで普遍化 されるような十器の出現 とする。

確かに、6世 紀中葉以降をすべて 「新羅後期様式十器」 と一括することは不適切かもしれないが、洪漕植氏が設
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定する 「統 一一様式土器」の定義では、それを示す比較対照があまりにも不明瞭である。すなわち、中心地である慶

州でもこの時期の土器様式を把握し切れていない情況下において、慶州地域の土器様式が大同江以南の韓半島全域

にどの段階で各地に普及し、普遍化 したのかということを認識するのは困難である。さらに、新羅の三国統一以前

には各国 ・各地域の土器様式が存在 していたのであ り、統一後、その基盤の上に新羅中心地の土器様式が展開して

いくにはさまざまなパターンが存在したと想定される。各地域において、統一新羅以降と考えられる土器をみると、

当地で生産されたと考えられ形態や文様施文においても慶州地域のものとは少 し異なるようである。 したがって、

その年代決定には多 くの問題を含んでいる。

また、詳細な研究が進めば、慶州を中心とする十器様式 と各地域に存在する土器様式に差が確認されるだろう。

中心的な土器様式の拡散 とその受容のあり方、それに伴う地域的な土器様式の発展 という問題 も含んでおり、果た

して韓半島全域に普遍化 したのか ということと、どの程度をもって普遍化 したと言えるのかという問題 も生 じてこ

よう。韓半島全域での斉一性に注 目して様式設定を行 う前に、まず、中心地である慶州地域での土器様式のあり方

を明確にし、中心的土器様式 という一つのまとまりとして捉えるべ きである。

その際、時期的には統一・新羅以降も対象となるため、単に新羅土器 として編年を組むことは不適切である。つま

り、統…後、新羅の中心である慶州地域の十器様式が各地へ拡散する中で、地域によってその受容のあり方が異な

る可能性があ り、中心地である慶州地域の編年を新羅土器として全域に応用するような印象を与える用語であるた

め不適切だと考える。さらに、当時の社会 ・文化様相の復元を目的とするならば、古墳出土資料に頼ることなく、

また古墳の様式によってのみ段階設定や命名を行うことは不適当である。私は、古墳に替わる当該期の象徴的な存

在は王京だと考える。

ところで、土器様相 の変化とほぼ同時期に横穴式石室墳の出現という埋葬施設の変化も起こるが、その横穴式石

室墳出現前後から新羅に最も大きな影響 を与えたのは仏教である。6世 紀前半には仏教が公認され、平野部では皇

龍寺に代表される寺院の造営が相次いで行われてい く。その後、善徳王代には、隣国からの災いを鎮める目的で皇

龍寺に九層塔建立し、僧官の最高職である国統を兼ねる寺主をお くなど、皇龍寺が国家的寺院としての機能を持つ
く1)

ようになり、仏教は護国仏教的な性格を強めてい く。そういった中で仏教は新羅の政治 ・社会 ・文化へ多大な影響

を及ぼすようになる。仏教の普及とともに火葬も盛んに行われ、仏教が葬送観念自体を大きく変えていったことは

間違いないだろう。横穴式石室墳の立地は、このような仏教の展開のもとに造営された寺院と入れ替わるように、

それまでの積石木榔墓が平野へ造営されたのに対して王京周辺の山塊中腹から山麓に移っていった。

寺院が造営された平野部には王京が展開 した。新羅の王京において、その坊名の設定は四六九年であ り、少なく

ともこの頃には十地区画が存在したことが分かる(『三國史記』新羅本紀三 慈悲麻立干)。 しか し、その区画は一

度に計画され造営されたものではないことが最近の研究によって明らかになってお り、徐々に都市空間として拡大

していった。統一一・以降、王宮の整備を行い皇太子の宮である東宮(春 宮)や 池 ・臨海殿を造営 したことや、王京の

市が照知麻立干十二(490)年 に初めて設置したという記事に始まり(『三國史記』新羅本紀三 照知麻立干)、智証

麻立干十(509)年 に東市が設置され(『三國史記』新羅本紀四 智証麻立干)、 孝昭王四(695)年 になって西 ・南

市が設置された(『三國史記』新羅本紀八 孝昭王)こ とからもそのことが窺え、寺院 ・諸宮の造営整備、坊里の

拡大整備、市の増設などによってより充実した都市空間として展開していった。その繁栄ぶ りを伝えるものとして、

憲康王代(八 七五～八八六)に は次のような記事がある。

・「春,東 野宅.夏,谷 良宅.秋,仇 知宅.冬,加 伊宅.第 四十九憲康大王伐(代),城 中無一草屋.接 角連培.

歌吹満路.昼 夜不断.」(『三國遺事』紀異一 又四節遊宅条)。

・「第四十九,憲 康大王之代.自 京師至於海内.比 屋連塙,無 一草屋.笙 歌不断道路.風 雨調於四時」(『三國遺

事』紀異二庭容郎 望海寺条)。

・



・「(六(八 八〇)年)九 月九日 王與左右登月上櫻 四望 京都民屋相蜀 歌吹連聲 王顧謂侍中敏恭日 孤聞

今之民間 覆屋以瓦不以茅 炊飯以炭不以薪 有是耶」(『三國史記』新羅本紀十一 憲康王)。

このように、横穴式石室墳出現期以降、平野部(王 京)は 生活空間として充実 していったことがわかり、その発

端は仏教公認後の寺院造営といえよう。そ して、統一後は国家体制の充実を図るためと考えられる王宮の整備 も行

われ、王京は新羅の中心地としてその体系を整えてい く。当時の社会に於いて重要な位置を占めるのはもはや古墳

ではなく、都市空間としての王京であるといってよかろう。それは統一新羅滅亡までつづ くものである。

このように、王京は当該期の社会像を最 も繁栄 した存在と言えよう。このことを勘案して様式設定を行 うならば、

仏教公認以降、古墳の様式変化とともに発展していった王京を中心に据えるべ きである。そこで、従来の新羅後期

様式土器という段階設定を大様式 とし、統一後の土器様式の拡散を考慮 した中心的な様式の設定、いわば小(地 域)

様式として 「新羅王京様式」の設定を提唱する。すなわち、慶州(王 京)を 中心とする地域を対象 とし、その内容

として、供膳形態において椀類が主器種となり印花文の定着 ・普遍化が見 られる段階以降とする。椀類は、それま

での有蓋高杯に替わって供膳形態で中心形式となるものであ り、以後の様式展開を把握する指標 となりうるもので

ある。したがって、その出現をもって画期と見なすことは許されるだろう。

3.皇 南洞376遺 跡 の概 要

l5)

ここでは、以下の形式分類で中心的に扱う、韓国慶尚北道慶州市に所在する皇南洞376遺 跡について説明する。当

遺跡は、東國大學校慶州キャンパス博物館が1994年3月28日 から6月30日 にかけて発掘調査 したもので、周辺には

東に新羅の中心地であった月城、南に財買井趾(推 定金庚信宅)、 北方に新羅の王陵墓 を含む古墳群が広がってお

り、慶州市内でも重要な位置を占めている。発掘では層位的な調査が行われ、統一新羅時代の遺構が確認された生

活遺跡である。遺物は分析に耐え得る十分な量が出土してお り、質的にも重要なものを多 く含んでいる。資料は、

当博物館が保管 している。

層序は大きく四層からなり、上から第1層 、第H層 、第m層 、第IV層 である。第1層 では、塙状施設 ・井戸 ・積

心石などが確認され、第H層 では、竪穴遺構4基 ・木製槽製井戸1基 ・積心などが、第皿層では、木柱と木柵 ・集石

遺構などが確認 された。第IV層 では、調査が途中で終了したため遺構の確認はされていない。

遺構は第1層 から第皿層 まで確認 されるが、その大半が第H層 に形成されている。第II層 に形成された1號 竪穴

は、東西250cm、 南北280cm、 深さ60cmの 円形土坑で、出土遺物には、滑石製印章、石錘、木簡、草鮭、櫛、骨角器、

土器などがある。慶州地域での木簡の出土は雁鴨池 ・月城核字に続 く珍しい例であ り、木簡には高床式倉庫を示す
((i)

「椋」の記載があり、倉庫の穀物出納を記録 した内容が記載されている。これが、官営工房の可能性が指摘される

他の生産関連遺構や遺物 と関連をもち、木簡の 「椋」が官営施設であるならば、統一新羅の物品管理やその施設に

関する貴重な史料 となる。同じく第H層 形成の4號 竪穴は南北514cm、 東西280cm、 深さ30cmの 土坑であるが、その

床面で櫨跡が3基 確認されている。ガラス塊が出十することや、床面にガラスが溶着することからガラス生産関連

施設と考えられている。また、櫨跡は確認されていないが、2号 竪穴も試料分析の結果から同様の性格が指摘 され

ている。

遺物の大半は第H層 と第HI層か らの出土だが遺構の形成が多いのは第II層 で、特徴的なものとして、銅とガラス

生産用のr.や 取瓶がある。銅生産用のものは、その容量が韓国出土例中でも大きい方であることから当遺跡の工

房を国家が管理する工房 と考えられている。

このように、当遺跡は統一新羅期の生活遺跡の中でも官営工房に関連するものと考えられることから、出土土器

の多くは一般民衆が廃棄 したものではなく、官営施設において使用 ・廃棄された可能性が高い。よって、新羅土器
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の中心様式を捉えるにはよい資料だと考える。
(71

遺跡の年代については別稿にて検討 したが、第IV層が6世 紀中頃～後半、第皿層が6世 紀末～7世 紀前半、第II

層が7世 紀末～8世 紀前半 という年代が考えられる。

4.形 式分類

分類作業においては 「形式」・「型式」・「様式」の概念を用い、必要に応 じて細分 した。「形式」とは、単なる形

態による分類ではなく、主として用途 ・機能による分類単位であ り、「型式」 とは、形式の技術的 ・形態的特徴に

よって分類され時間的方向性 を示す分類単位であ り、「様式」 とは、各型式組列を同一時期に該当する土器群でま
(8)

とめた単位であって、各形式が同…の時期 ・空間における社会生活の要求を満たす複合体を指す。このうち、本稿

では形式分類を行う。

形態的特徴 ・用途 ・機能から大別を行い、その上で数値的分析や細かな形態差をもとに細分を行った。しかしな

が ら、用途 ・機能をもとに分類を行うという作業は、それ自体が土器研究の最終的な目的であ り、その設定自体が

仮説の提示であって常に検証されなければならないものである。特に基礎研究のない複雑で混沌とした資料の中か

らの分類作業では、その分類が形式であるのか型式であるのかの判別や認識は非常に困難である。したがって、こ

こで行った形式分類は、将来、型式差として分類すべきものを含んでいる可能性も十分にあ り、そういった意味で

便宜的なものである。

ここでは、形式を4つ に分類する。当時の社会的需要に応じ、製作段階に於いて基本的な用途 ・機能を考慮して

作 り分けたと考えられるものを 「第一形式」、その中で もさらに機能的側面を重視して作 り分けられたものを 「第

二形式」、それをさらに集団性や用途 ・機能の分化によって現れたと考えられる形態的特徴を 「第三形式」 とする。

この第三形式は用途の差によると考えられる法量の差によって細分され 「第四形式」とする。第四形式は法量の差
l9)

を示す各属性によって細分されるものである。また、産地差を現すであろう胎土の違いや成形 ・調整技法の違いか

らさらに細分されるが、煩雑になるためここでは分類単位を設けないでお く。

以下、第一形式ごとに説明し、第二形式以下の分類を行うこととする。第二形式の分類における名称は、便宜上、

高杯A、 高杯B・ ・という具合に命名する。()内 の名称は韓国でよく用いられる名称である。ここでの分類 ・

分析 ・記述に関しては、皇南洞376遺 跡出土資料を中心に行うものであるが、報告書に掲載されていない小片も対象

とした。当資料と関連すると考えられるものについては、適宜、他の遺跡の資料を挙げている。また、焼き物の種

類(質)に ついては、基本的に陶質土器であ り、それ以外のものについては随時説明を行う。

1.高 圷(図1)

脚部をもつ杯形または皿形の身をもつ十器をいい、基本的に印花文によって飾られないものをいう。第二形式に

は、高」不A(有 蓋高杯)、 高杯B(短 脚高杯)、 高杯C(台 付椀)、 高杯D(台 付椀)、 高杯E(高 圷)、高」不Fの6

種類がある。

高圷A:[縁 部に蓋の受部をもつやや浅めの身部に、1～2条 の突帯を有する脚部をもつものであ り、基本的に透

し孔を穿つ。口径と脚部の形態から以下の2つ の第三形式に分類される。

A1=脚 部に1～2条 の突帯を有し透し孔が2段 に穿孔されるもの。身部高と脚部高の比率において脚部の方が

大きいもの。

A2=脚 部に1条 の突帯を有し透し孔のないもの。身部高と脚部高の比率において脚部の方が小さいもの。

さらに[径 から第四形式に分類されるが、ここでは煩雑さを避けるため次に説明する高圷Bも 同 じ基準で分類す
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図4立 ち上が り指数

る。そこで、口縁部の蓋受け部の径(外 径)と 立ち上

が り部の径(内 径)の 比率によって分類を試みた(図

2)。 これをみると大 きく5つ に分類でき、小 さい方

から1・H・ 皿 ・IV・Vと する。層位別にみると皿下

層では1が 見られないがそれぞれのまとまりはしっか

りとしている。m上 層ではVが 見られるようになり、

各群のまとまりが疎 らになっている。H層 では皿上層

の傾向を進めた状態になる。全体として、5つ の群を

保ちながらも元のまとまりから縮小傾向にあることが

窺える。

さらに、立ち上が りの長さを層位ごとにみるとH層

で短いものが新出することが分かる(図3)。 身部全

体に対する立ち上が りの比率変化をみるため、口径と

立ち上がりの長さの比(立 ち上がり長÷口径 ×100:以

下、立ち上がり指数と呼ぶ。)を用いて表 した(図4)。

全体として、右肩下が りの分布を示 し、口径が大 きく

なるほど身部全体に対する立ち上が り長の比率が小さ

くなっている。すなわち、立ち上がり長は口径に比例

して変動するのではなく、ほぼ一定の長さを保ってい

る。やはりー-層で指数の小さなものが増加 しており、

それらは先に見た[径 分類1～ 皿で顕著である。こう

してみると、身部全体に対する口縁部立ち上が り部の

比率は、従来の指摘通 り編年に利用できると解釈 して

良かろう。そして、それを最 も反映しているのは[径

分類1～IVの やや小型のものである。口径分類Vで は、

層位ごとで立ち上がり指数に差がほとんどなく、もと

もと低いものが存在したようである。立ち上がりにつ
く　　　

い て は別稿 で詳述 したので参照 されたい。

以上の ように、 口径分類に よって1～Vに 分類 でき、

その群の中で も古相 と新相が認め られた。 したがって、

これ らの群は時間性 を超えた もの と理解で きよう。[

径 分類1のIV層 で の不在や口径分類Vで の新古相の不

明確 さといった問題が残る ものの、 ここではひ とまず

高杯A・Bの 口径 を次の5形 式に分類する。

1:[径11cm前 後 の もの。

H:口 径12cm前 後 の もの。

皿:[径13cm前 後 の もの。

IV:「]径14.5cm前 後 の もの。

V:口 径15.5cm前 後 の もの。
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A1に は第四形式のH・IV・Vが 、A2に は第四形式のmが それぞれ認められる。A2は 突帯が一条で透 し孔を

もたないが、他の遺跡出土資料をみると基本的に一段透かしで1～2段 の突帯を巡らすものがある。

高圷B:高 杯Aと 同様の身部に、突帯のない低い脚部を有するもので透 し孔をもつ ものもある。いわゆる短脚高杯

である。

B1=脚 部端部が肥厚するやや高い脚部をもち、透 し孔を有するもの。

B2=脚 部の径が比較的小 さいもので、やや高く踏ん張った形態の脚部をもつ。
(lll

これらは型式差 として捉えられる可能性がある。

粗製形式:脚 部が欠損 しているため高杯A・Bの 分類はできないが、他の個体に比べて成形 ・調整 ・胎土において

粗雑な一群が認められる。焼成度や色調においても差が認められる。一群 と表現 したものの、その中でも

特に各個体の形態的特徴は様々である。粗雑な形式 として第三形式のレベルで分類できるかもしれないが

ここでは細分 しない。

高圷C:1～2条 の突帯を巡 らし1～2段 の透 し孔を穿つ脚部をもち、体部に2～3条 程度の沈線を巡らす。口縁

部で内側に絞 り込むように屈曲し口縁端部が再び外側に開くものであり、退化 した把手をもつものもある。

口縁部の屈曲部は端部成形の粘土接合によって生 じるものであるが、その屈曲が小 さく滑 らかであり、口縁

端部を接合したというよりも体部から引き出したような形態のものも認められる。その脚部は体部に比べて

相対的に小 さい。このような口縁部や全体のプロポーションにおける形態差から2つ の第三形式に分類する。

C1=脚 部は太 くしっか りと踏ん張 り、1～2条 の突帯を巡 らし1～2段 の透 し孔を穿孔する。口縁部は内側に

窄んで 「く」字に屈曲し再び外へ開 くもの。

C2=脚 部はやや細 く低いもので、1～2条 の突帯を巡らし1段 の透 し孔を穿孔する。口縁部の屈曲は緩やかで

あ り端部は外へ開 くもの。体部の沈線は概して細 く浅いものである。

これらは口径の差によって大きく4つ の第四形式に分類される。但 し、高杯Cは 出土数が少なく統計的処理を十

分行えなかったため、[径 分類においては今後検討が必要である。

1:口 径10cm前 後のもの。

H:口 径12cm前 後のもの。

皿:口 径14cm前 後のもの。

IV:口 径17cm前 後のもの。

c1に はH、m、Ivが 、c2に は1、IHが それぞれ認められる。また、c1は 口径に対する身部の高さの比であ

る径高指数(身 部高÷口径 ×100)に よってさらに2つ に分類できる。以下、他の形式においても径高指数による分

類が可能な場合は同様の表記を行う。

h(high):径 高指数が45前後のもので、口径に比べて身部高が比較的高いもの。

1(low):径 高指数が35前 後のもので、[径 に比べて身部高が比較的低いもの。

1の なかには身部の極端に浅いものがあり、これらは分類すべ きかも知れないがここでは一旦おいてお く。

この高杯Cは 、従来、無蓋高杯 と呼ばれていたように蓋 を伴わないと考えられていたが、資料が増加するにつれ

蓋を伴うものが多く確認 されるようになっている。口縁端部を注意して観察すると、蓋を重ねて焼成 した痕跡をと

どめているものが確実に存在 しており、本来、蓋 と組合せ となる形式であることが分かる。但し、その中には身部

内面に自然粕が厚 くかかり、底部内面に他個体の高台を重ねて焼成した痕跡をとどめるものも存在する。ここでは、

こういった焼成法の違いから2種 類に分類する。

E(exist):焼 成時に蓋と組み合わせていたと考えられるもので、[縁 端部に自然粕化した例が多い藁状痕

跡をとどめるもの。
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L(1ack):焼 成時に身同士を重ね焼 きしたと考えられるもので、底部内面に脚部下端部径とほぼ同大で円

形の重ね焼きの痕跡(藁 状痕跡)を とどめるもの。

高圷D:突 帯を1条 巡 らし1段 の透 し孔を穿孔する脚部をもち、口縁部が底部か らやや轡曲しながら立ち上が り斜

め外上方へ向けて伸びるもの。体部には3～4状 の沈線を巡 らす。ここでは第三形式 レベルでのバ リエー

ションは認められないが、口径によって2つ の第四形式に分類される。

1:口 径11cm前 後のもの。

II:口 径15cm前 後のもの。

高圷E:透 し孔を穿孔 した脚部に皿状の身部がつ くもので、脚部には突帯を巡 らすものもある。口縁端部の形態や

脚部の形態から3つ の第三形式に分類できる。

E1=身 部は底部から直線的に伸びて口縁部に至 り端部でやや肥厚 し、外側でやや面をもちながら軽 く上方へ伸

びるもの。脚部の状態は不明であるが、おそらく、無突帯で低 く端部で巻き込むような形態のものがつ くと

思われる。

E2=端 部が団子状に肥厚 し1段 の透し孔を穿孔 した低い脚部に、底部から口縁部までがほぼ水平に伸び、口縁

端部で直上方向にしっかりと伸びるもの。口縁端部外面には沈線が巡る。

E3=突 帯を2条 巡らし1段 の透 し孔を穿孔するやや高い脚部をもち、底部から若干轡曲しながら伸びて口縁部

に至 り口縁端部で直上方向に伸びるもの。口縁端部外面には沈線が巡る。

高杯Eは 出土数が少なく、これ以上の形式分類は今のところできない。

高圷F:瓦 質の十器であ り、脚部が欠損していて不明である。比較的径の小さい脚部から体部がやや深 く立ち上が

り口縁部で屈曲して上方へ直に伸び、[縁 端部は内傾する面をもつ。体部と口縁部との境界には接合痕が沈

線状に残る。

2.高 台蓋杯(図1)

本来、短脚高杯 として一纏めにされていたものだが、上述 した高杯Bと は系統をまったく異にする可能性があり、
U2)

高杯とは区別 して分類する。高杯Bよ りも脚部が短 く高台状のものをいう。脚部の形態から2つ に分類される。

高台蓋杯A:脚 部の径が比較的小さいもので、低い高台状の脚部が付き端部は丸 く肥厚する。その断面形は丸いも

のが多いが方形に近いものもある。

高台蓋杯B:脚 部の径が比較的大きいもので、低い高台状の脚部であ りその断面が方形を呈するもの。

高杯B、 高台蓋杯類は、先に示した高杯A・B類 の口径分類から第四形式が1、II、 皿の3つ に分類できる。高

圷B1に は皿、高杯B2に は1、 高台蓋杯Aに は1・H、 高台蓋杯Bに はH・mが それぞれ認め られるが、脚部ま

で確認で きるものが少ないため各形式で1～Vの 規格が存在 した可能性は高い。

3.椀(図1)

高台をもつ椀形の土器で蓋を伴うものをいい、基本的に印花文によって多 く飾られ装飾性に富むものである。第

二形式以下の分化が最もバリエーションに富んだものであ り、中心的な形式と言える。第二形式には、椀A(盒)、

椀B(盒)、 椀C(盒)、 椀D(盒)、 椀E(盒)、 椀F(盒)、 椀G(椀)、 椀H(大 形毫附椀)の8種 類がある。以

下、皇南洞376遺 跡出土のものを中心に説明し、それ以外については簡単に触れることにする。

椀A:基 本的にやや踏ん張った低い高台をもち、平坦な底部から[縁 部がやや轡曲しなが ら立ち上が り口縁端部は

まっす ぐ上方へ伸びるものである。施文された文様には様々なものがある。形態や文様の有無により2つ の第

三形式に分類する。
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AO=径 の大 きい比較的高 く踏ん張った高台がつき、体

部 は底部か ら轡曲 して立ち上が り体部には2～3

条 程度の沈線 を施 す。椀Aの 祖形であ る可能性が

あ る。 しか し、その系譜 や変化 な どについて は考

慮すべ き点が 多いため、ここでは以下で行 う第 四

形式の対象 とは しなかったが、法量に よって分類

で きるものである。

A=基 本 的に径が大 きく低 い高台がつ き、体部は底部か

ら緩やかに轡曲 しなが らやや斜め上方へ伸 びて口縁

部に至 り[縁 端部 は丸 く収 める もの。[縁 外面直

下 と体部 には沈線が施 され、その間を単体ス タン

プに よって施文す るものや、縦長連続 文に よって

施文す る ものが ある。

これ らを皇南洞376遺 跡 におけ る法量分布(図5・6)

や 他 の資料 な どか ら以下 の8つ の第四形式 に分類す る。

1:口 径10cm前 後 の もの。

H:口 径12cm前 後 の もの。

皿:口 径13.5cm前 後 の もの。

IV:口 径16cm前 後 の もの。

V:口 径17cm前 後 の もの。

W:口 径18.5cm前 後 の もの。

W:[径20cm前 後 の もの。

皿:口 径23cm前 後 の もの。
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口径分類IV～VIは 資料数が少な く明確ではないため、資料数が増えれば一つか二つにまとめられる可能性が高い。

層位ごとの口径分布をみるとH層 で明らかに15cm以 上の大形形式が増加 している。時間の経過と共に口径の大形化、

大形形式の出現が進んだものと思われる。このうち、皿とIVと は器高の差によってhと1と に分類 される。

椀B:低 い高台をもつ平坦な底部からやや強 く轡曲しなが ら口縁部に至 り、口縁端部が内側に窄んだ形態のもので

ある。文様や形態的特徴から3つ の第三形式に分類する。

B1=体 部は緩やかに轡曲して体部上部で最も張 り出 して口縁部にいたり、口縁端部は内傾する。口縁外面直下

か ら体部ほぼ中央にかけて沈線と単体スタンプ施文を繰 り返す。

B2=体 部下部で角度をもって上方へ伸び始め、轡曲して短 く伸び口縁部に至る。口縁端部は内傾 し、口縁外面

直下に沈線を施 しその下に縦長連続文を施す。

B3=口 径の比 して径の小さい高台がつき、体部は下部で角度をもって上方へ伸び始め、轡曲して上部で最 も張

り出 して口縁部へ至る。口縁端部は内傾する。口縁外面直下に沈線を施 し、その下に縦長連続文を施す。

これらを口径により3つ の第四形式に分類する。

1:[径13cm前 後のもの。

H:口 径15cm前 後のもの。

皿:口 径17cm前 後のもの。

B1・B2がH、B3が 皿に分類できる。
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椀C:比 較的低い高台をもつ平坦な底部から、横に張 り出しながら伸び体部下部で急に立ち上がって口縁部に至 り、

口縁端部が外反するもの。文様やプロポーション、口縁端部の形態などから2つ の第三形式に分類できる。

C1=径 が大きく低 く踏ん張った高台がつき、体部下部は横に張り出して轡曲しながら上方へ伸び口縁部に至っ

て外反する。口縁外面直下には沈線を施すものが多く、その下から単体スタンプや縦長連続文によって施

文する。

C2=や や径の小さい高台がつき、体部は横に張り出してやや急に轡曲しながら上方へ伸び口縁部が外反する。

口縁端部は水平な面をもち、内側で段 となる。[縁 外面直下に沈線を施し、体部に縦長連続文を施す。

また、口径により6つ の第四形式に分類する。

1:口 径7.5cm前後のもの。

H:口 径11cm前 後のもの。

皿:[径13.5cm前 後のもの。

IV:口 径15.5cm前後のもの。

V:口 径17cm前 後のもの。

VI:[径20cm前 後のもの。

C1～3はIV、C4・5はVに 認められる。また、IH・IV・Vは それぞれ器高によってh・1に 分類される。

椀D:基 本的に椀Aと 同形態であるが、高台は径が小さく直下へ伸び、体部は横に張 り出さず底部か ら轡曲して立

ち上が り[縁 部に至る。口径に比べて器高が高いものである。文様は、[縁 外面直下や体部に沈線を施 し、そ

の間に単体や連続スタンプ文によって施文する。現在のところ、口径12cm前 後のもの しか確認できない。

椀E:や や高 く踏ん張った高台をもち、体部は平坦な底部から斜め上方へ直線的に伸びて口縁部に至るもので、口

径に比べて比較的器高が高い。出土例が少なく第三 ・四形式の分類は今のところできない。[径14cm前 後のも

のが確認できるのみである。

椀F:径 が比較的小さくやや高い高台をもち、体部は横にあまり張 り出さずに轡曲気味に立ち上が り[縁 部は上方

へ伸びる。口縁端部は内傾する。rl径 に比べて比較的器高が高い。口縁外面直下には沈線を施 し、体部には印

花文を施文する。高台やプロポーションによって第三形式を設定できそうであるがここでは細分 しない。[径

によって3つ の第四形式に分類する。

1:口 径12cm前 後のもの。

H:[径13.5cm前 後のもの。

皿:[径15cm前 後のもの。

椀G:椀Cと 同様に口縁端部が外反するものであるが、体部下部で稜をなして立ち上が り口縁部に至るものである。

高台やプロポーションからい くつかの第三形式に分類できるようであるがここでは細分 しない。口径によって

3つ の第四形式に分類する。

1:口 径9cm前 後のもの。

H:口 径12.5cm前後のもの。

皿:口 径16cm前 後のもの。

椀H:や や大形の形式である。比較的高 く踏ん張った高台をもち、やや轡曲して緩やかに立ち上が り[縁 端部は外

反する。いわゆる黒色土器であ り、焼成温度は低い。体部の内外面に単位幅の広い ミガキを施す。形態的特徴

や胎土、焼成状態などから第三形式に分類できそうであるがここでは細分 しない。また第四形式について もい

くつかまとまりがあるようだがここでは細分しない。
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4.蓋(図1)

椀類 ・壷類 ・鉢類などと組み合わさるもので、基本的につまみをもつ。第二形式には、蓋A(蓋)、 蓋B、 蓋C、

蓋D、 蓋E、 蓋F、 蓋G、 蓋H、 蓋1、 蓋Jの11種 類がある。以下、各々説明するが、そこでは第三形式 までの分

類にとどめている。蓋の各形式は、それを受ける身部 とセットとなるものであるが、蓋の諸形式 と身部の形式の

セット関係を把握することは現状に於いては困難である。セット関係が想定されるものは各々記述 した。

蓋A:半 球形に近い頂部をもち、頂部と口縁部の境界には突帯が巡 り、口縁部は直下または内側に短 く伸びるもの

である。頂部に沈線を施し、その上下にヘラ描き ・コンパス ・印花文などによって施文するものもある。崔乗
(l3)

鉱 氏 のA形 式、T相 恵氏の ト字形蓋 に該当す る。 この形式 は、 口縁部 に蓋受 け部 を もつ 身部 とセ ッ トとなるこ

とが想定で きる。つ まみの形態か ら3つ の第三形式 に分類す る。

A1=低 く広い環状 を呈す るもの。高圷Bと セ ッ トとなることが多 い。

A2=径 の 小 さい環状 を呈す るもので、透 し孔 を穿孔す るもの もあ る。高」不Aと セ ッ トとなるこ とが多 い。

A3=宝 珠 形 をなす もの。

これ らはつ まみの高低 や形態か らさらに細 分可能であ るが ここで は分類 しない。 口径 によって5つ の第四形式 に

分類す る。

1:口 径10.5cm前 後 の もの。

H:口 径11.5cm前 後 の もの。

皿:[径12.5cm前 後 の もの。

IV:口 径13.5cm前 後 の もの。

V:口 径16cm前 後 の もの。

これ らは高杯A・Bの 口径分類 とほぼ一・致す る。

蓋B:半 球 形 に近 い頂部 を もち、口縁部 にはかえ りを もつ もので、崔乗鉱氏のB形 式、サ相恵氏の入字形蓋 に該当

(14)

す る。頂部 や口縁部 に沈線 を施 し、 その間を施 文する ものが多い。セ ッ トとなる身部の 口縁部 は直 に伸 びるも

のが想 定で き、この形式 は高圷C・ 椀AO・ 鉢Cと セ ッ トとなる ことが多い。形態的特徴か らい くつか に細分

で きるが 、ここではつ まみの形態 か ら2つ の第三形式 に分類 する。

B1=径 の小 さい環状 を呈す る もので、A2と 同形 の もの。

B2=宝 珠 形 をなす もの。

皇南洞376遺 跡 では、口径に よって5つ の第四形式 に分類で きる。

1:[径11.5cm前 後 の もの。

H:口 径12.5cm前 後 の もの。

皿:口 径13.5cm前 後 の もの。

IV:口 径15cm前 後 の もの。

V:口 径18cm前 後 の もの。

蓋C:や や広 い平坦 な頂部か ら轡 曲 して[縁 部 に至 り屈 曲 して真 下へ伸 びる もの。頂部や口縁 部に沈線 を施 し、そ

の間 を施文す る。セ ッ トとなる身部 の口縁部 は直 に伸 びる ものが想定 で き、後述す る壺B(広 口長頸壺)と

セ ッ トになるこ とが多 い。

蓋D:狭 く平坦 な頂部か ら口縁部が急 な角度 をな してやや長 く下 り、口縁端 部が小 さく下方へ伸 びる もの。頂部や

口縁部 に沈線 を施 し印花文 な どを施文す る もの もある。 セ ッ トとなる身部の口縁 部は直に伸 びる ものが想定で

き、この形式 も壺B(広 口長頸壺)と セ ッ トとなるこ とが多 い。つ まみの形態か ら3つ の第三形式に分類す る。

D1=低 く広 い環状 を呈す る もの。
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D2=径 の小 さい環状を呈するもの。

D3=宝 珠形をなす もの。

形態的特徴や法量などからさらに細分可能であるが、ここでは分類 しない。

蓋E:狭 く平坦な頂部から[縁 部が急な角度をなしてやや長 く下 り、口縁部にはかえ りをもち[縁 端部は下方へ小

さく伸びるもの。頂部 と口縁部の境界や[縁 部に沈線を施 し、その間を印花文によって施文する。セットとな

る身部の口縁部は直に伸びるものが想定でき、後述する壷E2(直 口壷)と セットになることが多い。つまみ

の形態から2つ の第三形式に分類する。

E1=低 くやや広い環状を呈するもの。

E2=宝 珠形をなすもの。

形態的特徴や法量などからさらに細分可能であるが、ここでは分類 しない。

蓋F:小 型の蓋で、頂部から[縁 部まで若干傾斜をもつ程度であ り[縁 部にかえ りをもつもの。沈線を施し文様を

施文するものもある。セットとなる身部の口縁部は直に伸びるものが想定でき、後述する壷E1と セットとな

ることが多い。つまみの形態から細分可能であるがここでは分類しないでお く。

蓋G:や や高 く平坦な頂部から、やや緩慢に轡曲して[縁 部に至 り屈曲して口縁端部が下方へ小さく伸びて終わる

もので、[縁 部にはかえりをもつ。頂部から[縁 部にかけて印花文によって多 く飾られるものである。椀A・

B・D～Fと セット関係にあると考えられる。形態的特徴からい くつか細分可能であるが、ここではつまみの

形態から2つ の第三形式に分類するにとどめる。

G1=低 くやや広い環状 を呈するもの。

G2=宝 珠形をなすもの。

また、皇南洞376遺 跡の資料は口径によって6つ の第四形式に分類できる。

1:口 径8cm前 後のもの。

H:口 径11cm前 後のもの。

皿:口 径12.5cm前後のもの。

IV:口 径14cm前 後のもの。

V:口 径16cm前 後のもの。

VI:[径18cm前 後のもの。

W:口 径19cm前 後のもの。

蓋H:や や低 く広い平坦な頂部から、口縁部が短 く下 り口縁端部が屈曲し下方へ小さく伸びるもの。頂部と口縁部

の境界に沈線を施すものもある。頂部から[縁 部に印花文を施文するものもある。頂部やセッ トとなる身部の

口縁部は直に伸びるものが想定でき、椀Cと セットとなるものが多い。つまみは基本的に低 く広い環状を呈す

る。形態 ・文様などからい くつか細分できるが、ここではかえ りの有無によって大きく2つ の第三形式に分類

する。

H1=か えりを有するもの。

H2=か えりを有さないもの。

蓋1:蓋Hと1の 中間的な形態を呈するもので、やや背の高い狭 く平坦な頂部をもち、なだらかに[縁 部が下 りて

きて[縁 端部で屈曲して下方へ伸びるもの。頂部やセットとなる身部の[縁 部は直に伸びるものが想定できる。

頂部から口縁部にかけて印花文によって施文される。

蓋J:頂 部から口縁部が円盤状を呈し、中央に高 く伸びるつまみを有するもので壺 ・瓶類の蓋と考えられる。つま

みの形態にはさまざまな種類があるが、ここでは3つ の第三形式を設定するに留める。

・
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J1=つ まみが単純な円柱状を呈するもの。

J2=高 く伸びる宝珠形をなす もの。

J3=円 盤状の頂部上下につまみと栓部分のあるもの。

口径によっても分類可能であるが、ここでは分類 しない

でおく。

ロ1t

I(・m)5.杯(図7)

20

基本的に無高台であ り、平底か らやや轡曲しながら口縁

部が立ち上がるものである。印花文によって飾られるもの

が一部に認められる。第二形式には、杯A(椀)、 杯B(椀)、

杯C(杯)、 杯D(椀)、 杯Eの5種 類がある。

2(口径)(cm)杯A:平 坦な底部か ら体部が緩やかに立ち上が り轡曲しな

が ら伸びて口縁部に至る。口縁部は上方に伸び、外面

の口縁端部直下や口縁部中央部に沈線を有するもので、

作 りも比較的丁寧であ り印花文によって飾 られることがある。口縁部の形態によって2つ の第三形式に分類す

る。

A1=口 縁部は上方へ伸び[縁 端部は丸 く収めるか内傾するもの。

A2=内 傾する口縁端部をもち、口縁端部外面直下に段をもつ もの。

A3=杯A1と 形態的に類似 したもので成形 ・調整の粗雑なものがある。この中でも形態的特徴や口径などから

細分も可能であるがここでは分類 しないでおく。

このうちA1は 口径によって4つ の第四形式に分類 される(図8・9)。

1:口 径10.5cm前後のもの。

II:口 径13.5cm前後のもの。

皿:口 径15.5cm前後のもの。

IV:[径17.5cm前 後のもの。

口径の層位的な変化をみるとH層 で口径の縮小化が見られる。ここで行っている第四形式の分類は、示 した値を

中心とした纏まりがあるということであ り、図6・7で 見たように、その纏まりは時間と共に変化する。それぞれ

の纏まりが大型化や小型化することもあ り、また融合 ・分散ということも起こりうる。各形式の口径分布がいかに

変動するかという観点も重要である。

各口径において器高の違いからh・1に 分類できる可能性があるが、今のところIVで確認できるのみである。

杯B:平 底あるいは丸底の底部をもち、体部がやや轡曲しなが ら立ち上が り[縁 部で 「く」字に屈曲するもの。作

りがやや雑で焼成不良のものが多く、印花文によって飾 られないものである。プロポーションや口縁部の形態

から4つの第三形式に分類する。

B1=や や広 く平坦な底部をもち、体部が緩やかに轡曲しなが ら立ち上が り口縁部が 「く」字に屈曲する。口径

に対して器高が比較的低い。

B2=丸 底に近い底部から体部があまり広がらずに高 く立ち上がり、口縁部が 「く」字に屈曲するもの。

B3=径 の小さい平坦な底部をもち、体部は角度をもって立ち上がって体部上部(肩 部)で 張り、[縁 部が 「く」

字に屈曲する。

B4=口 径に対して器高が非常に低 く、体部は立ち上がるとすぐに屈曲し水平に近く伸びる。

!,



このうち杯Bは 口径から3つ の第四形式に分類できる。

1:口 径12.5cm前後のもの。

H:口 径15.5cm前 後のもの。

m:口 径17.Ocm前 後のもの。

杯C:コ ップ形を呈するものである。高台の有無やプロポーションから5つ の第三形式を設定する。

C1=平 坦な底部をもち、体部が 「S」字に轡曲しながら立ち上がるもので体部外面に装飾を施さないもの。

C2=C1と 基本的に同形態であるが外面に沈線を施す もので、沈線の間に印花文を施文するものもある。

C3=C1と 同形態の身部に高台がつ くもの。沈線や印花文によって施文されることもある。

C4=口 径が小さく径に比べ器高の高いもので体部はやや直線的に伸びるもので、高台がつ く。沈線や印花文が

施文される。

C5=高 台のつ く底部か ら体部が直線的に立ち上が り、ほぼ中央から外反して口縁部に至るもの。体部外面中央

に沈線を施す。

このうちC1、C2、C3は 口径により4つ の第四形式に分類できる。C4とC5に 関しても分類できると思わ

れるがここでは細分 しない。

1:口 径8cm前 後のもの。

II:口 径9.5cm前後のもの。

m:口 径11cm前 後のもの。

IV:口 径13.5cm前後のもの。

現在のところ、c1とc2に はmとIvが 、c3に は1とHが 確認 されるが、底部まで残存するものが少なくc

1・C2・C3の 判別がつかないものが多いため、第三形式の口径分布については資料の増加を待たなければなら

ない。

杯D:平 底の小型の杯で作 りが概して粗雑なものである。口縁部に煤が付着 している例が多 く、灯明皿 として利用

したと考えられる。主に形態的特徴から7つ の第三形式に分類する。

D1=平 底から体部が緩やかに立ち上が り、轡曲して上方へ短 く伸び[縁 端部は丸 く収める。底部はナデ調整を

施す。焼成度は低 く軟質であるが灰白～暗黄灰色を呈 し、胎十は、いわゆる赤褐色軟質土器のように粗 く

なく精緻である。成形には粗 さが目立つ。

D2=底 部の状態は分からないが、ロクロケズリを施しているようである。体部は斜め上方へ直線的に伸び端部

は丸く収める。いわゆる陶質土器である。

D3=平 坦な底部から体部が短く伸び口縁端部はやや肥厚して丸 く収める。底部はナデ調整を施す。いわゆる陶

質土器である。

D4=平 坦で小 さな底部をもち、体部はやや横に張 り出してから急に上方へ直に伸びる。胎土は粗雑であり、焼

成度も低い。底部端から体部屈曲部まではロクロケズリの後にロクロナデを施す。ロクロケズリは切 り離

しの際のものか調整段階のものかは不明である。

D5=小 さく平らな底部から体部がやや横に張り出して轡曲し、口縁部で軽 く 「く」字に屈曲して外反する。胎

十は密で焼成度も高くいわゆる陶質土器である。底部は不調整。

D6=小 さく平らな底部から体部がやや横に張り出し轡曲しながら口縁部に至 り、外に向けて小さく屈曲するが

口縁端部は若干内轡する。形態的にはD5と 類似するが、底部はナデ調整を施 し、器壁が薄 く胎土が粗雑

であ り、概 して焼成度が低い。後述する甕Cと 同じ質の土器であ り、硬質ではあるがいわゆる陶質土器と

は区別されるべ きものである。
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D7=D6と 同じ質の土器であるが、口径が比較的大きく、口縁部の屈曲も大 きいもの。

杯E:内 外面にヘラミガキを施 したものである。出土例は非常に少なく特殊な形式 と言える。土器の質や形態的特

徴から2つ の第三形式に分類する。

E1=い わゆる陶質土器である。体部は緩やかに轡曲しなが ら斜め上方に開いて口縁部に至 り、口縁端部は軽 く

外反する。内外面に2～4mm幅 のミガキをやや粗 く施す。成形 ・調整はやや粗雑である。

E2=器 表面は黒灰色で断面は灰白色を呈する瓦質土器である。韓国で一般に言われる瓦質土器とは若干異なり、

日本のいわゆる瓦器 と同質のものである。体部はやや直線的に斜め上方へ広 く立ち上がり口縁端部は内傾

する面をもつ。胎土は黒色粒子が目立ち砂粒 も多く含むやや粗いものである。内外面にミガキが施される

が、軽 く施されておりその単位を明確に追うことはできない。内面 よりも外面で丁寧にミガキを施す。

6.皿(図7)

口径に比べて器高が非常に低いものであり、高台のあるものとないものがある。第二形式には、皿A、 皿B(ii蓬

附皿)、皿C(平 底皿)、皿D(丸 底皿)、 皿E(丸 底皿)、 皿F(皿)、 皿G(平 底皿)、皿H(丸 底皿)、皿1の9

種類がある。

皿A:低 い高台をもち、体部は底部から轡曲しながら立ち上が り口縁端部は丸く収める小型のものである。口縁外

面直下には沈線を施す。

皿B:低 い高台がつく広く平らな底部をもち口縁端部が外反するもので、印花文の施文も見られる。体部の立ち上

が り方や口縁部の形態から細分できるがここでは分類しない。

皿C:平 坦な底部から角度をもって体部が立ち上がるもので、印花文施文も見られる。口縁部の形態から細分され

るがここでは分類しない。

皿D:丸 底に近いやや平らな底部から体部が緩やかに立ち上が り口縁部に至るもの。口縁外面直下には沈線を施 し、

印花文が施文される。

皿E:や や丸みを帯びた底部をもち、[縁 部が外反するもの。

皿F:丸 みを帯びた底部から体部が境界をほとんど示さずに緩やかに立ち上が り、口縁端部が若干肥厚し上方へ伸

びるもの。成形 ・調整は非常に粗雑である。

皿G:平 坦な底部から体部が角度をもって立ち上が り、外轡しながら開いて口縁端部が若干上方へ伸びるもの。

皿H:や や丸みを帯びた底部から体部が緩やかに立ち上が り、口縁部が屈曲して上方へ短 く伸び口縁端部は内傾す

る面をもつ。成形 ・調整には精細さを欠き、焼成度も低 く瓦質である。

これらは口径によって分けられるがここでは細分しないでお く。

皿1:高 台をもつ瓦質の大皿である。[縁 部外面には3条 の沈線を巡らし、底部内面にはミガキを施す。

皿類にはその性格によって2つ の分類ができる。すなわち、端正に作 られ印花文の施文まで行われる皿A～Dと 、

成形 ・調整が非常に粗雑で形態もやや不整形である皿E～Hの 二者である。特に、皿F・Hは 丸底であ り、平坦な

台の上に置 くと非常に不安定であって、深さのない皿として物を盛る場合には不適当な形態と言える。

7.鉢(図7)

底部からやや深 く立ち上がって[縁 部で広 く開くものをいう。第二形式には、鉢A(有 蓋台付鉢)、 鉢B(台 付

鉢)、 鉢C、 鉢D(台 付鉢)の4種 類がある。

鉢A:低 い高台をもつ平坦な底部をもち、体部が横に張 り出すことなく直線的に上方へ高 く伸びるもので、高杯A、

Bと 同様の蓋受け部と立ち上が り部からなる口縁部をもつ。体部には沈線を施 し、印花文によって施文される
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ものもある。法量によって細分できるようであるがここでは細分しないでお く。

鉢B:低 い高台がつく丸底に近い底部から体部が斜め上方へ開きながら立ち上が り、体部上端(肩 部)で 最も張 り

出して内轡 し口縁部に至る。[縁 端部は内傾する面をもち上方へ若干伸びる。体部には沈線を施し、高台には

小さな透し孔を穿孔する。成形 ・調整ともに丁寧である。皇南洞376遺 跡の資料では、口縁端部に蓋iと組み合わ

せて焼成 した痕跡をとどめてお り、本来有蓋であったと思われる。蔵骨器 として使用 された例が見られるが、
11)

ここでは鉢として取 り扱う。

鉢C:体 部は上部で最も張 り出して肩部をもち、内轡 して口縁部に至 り小さく屈曲して終わるもの。口縁端部は面

をもつ。肩部か ら体部にかけて沈線を施 し、その間に印花文を施文する。

鉢D:2～3条 程度の突帯を巡らせ、透し孔を穿孔するやや高い脚部をもち、身部は、体部が横に張 り出し轡曲し

なが ら立ち上がって[縁 部に至る。[縁 部で屈曲し直上 して終わる。口縁端部や肩部で沈線を施 し、口縁端部

から脚部に至るまで印花文によって多 く飾られる。体部の四方向に縦長の粘土帯を貼 り付ける。本来、蓋を伴

う形式である。形態的特徴から高杯Cか らの系譜が想定される。

8.壷(図10)

壺 に分類 され るものは非常にバ ラエテ ィーに富む。杯 や高杯 に比べ各形式の 出土量 も少 な く大 まか な全体像 を掴

むの も困難 な情況 にある。第二形式には、壺A(瓶 ・長頸壷)、 壺B(長 頸 壺)、 壺C(毫 附 短頸壺)、 壺D(瓶)、

壺E(直 口 壺)、 壺F(壺)、 壺G(壺)、 壺H(壺)、 壺1(大 壺)の9種 類があ る。

壺A:一 般 的に長頸壺 と呼ばれる もので、低 い高台のつ く平坦 な底部 に、球形、楕円形、算盤珠形の体部 に細長 く

伸び る[頸 部 をもつ。口縁 部は外 方に開 き屈 曲 して立ち上が り、基本的 に外面 に沈線 を施す。印花文 によって

多 く飾 られる土器である。 法量 によって5つ の第四形式 に分類 される。

1:器 高8cm、 体 部最大 幅9cm前 後 の もの。

H:器 高18cm、 体 部最大 幅13.5cm前 後 の もの。

m:器 高16cm、 体 部最大 幅18cm前 後 の もの。

IV:器 高18cm、 体 部最大 幅21cm前 後 の もの。

V:器 高30cm、 体 部最大幅30cm前 後 の もの。

壺B:丸 底 あるいは平底 に低 い高台がつ き、球形 に近 い体 部か ら径 の広 い口頸部が伸 び る広口長頸壺であ る。頸部

や肩部に沈線 を施 し、ヘ ラ描 きや印花文 な どに よって施 文する。口縁 部や高台な どの形態的特徴 か らい くつか

の第三型式 に分類 で きるが、 ここでは底部や体部 の形態 に よって大 きく2つ の第三型式 を設定す る。

B1=丸 底 を もち、体部が球形 に近 い ものが多 い。

B2=平 底 を もち、体部が楕 円形 に近 い ものが多 い。

壺Bは 法量 によって4つ の第四型式 に分類 される。

1:器 高10cm、 体 部最大幅11cm前 後 の もの。

H:器 高13cm、 体 部最大幅13.5cm前 後 の もの。

皿:器 高15cm、 体 部最大幅15cm前 後 の もの。

IV:器 高22cm、 体 部最大幅23cm前 後 の もの。

壼C:低 い高台 を もち球形 に近 い体部か ら広 く短 い口頸部が伸 びる広 口短頸壺 である。肩 部に沈線 を施 し、その間

をヘラ描 き ・コ ンパ ス ・印花文 によって施文す る。

壼D:低 い高台がつ く平坦 な底部 を もち、楕 円形 に近 い体部か ら広 くや や短 い[頸 部が伸 びて口縁部 で開 き屈 曲 し

て上方へ伸 びる もので、壺Bを 二重 口縁 に したような形態で ある。頸部や肩部 に沈線 を施 し、その間に印花文
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を施す。

壼E:丸 底あるいは平底に低い高台がつき、体部は横に張 り出し上方で最大径をもって肩部をなし、内轡 して口縁

部へ至 り上方へ短 く屈曲するもので、いわゆる直口壺である。肩部や体部に沈線を施 し、その間をヘラ描 きや

印花文によって施文する。口縁部や体部の形態によっていくつか分類できるが、ここでは口縁部の形態によっ

て2つ の第三形式に分類する。

E1=口 縁部が比較的長 く直上して伸びるもの。

E2=口 縁部が非常に小さく、若干上部に伸びる程度のもの。

これらを法量によって3つ の第四型式に分類する。

1:体 部最大径9cm前 後のもの。

H:体 部最大径13cm前 後のもの。

皿:体 部最大径15cm前 後のもの。

壺F:楕 円形を呈する体部をもち、広い径の頸部が立ち上がる広口壺である。体部、口縁部、文様などから6つ の

第三形式に分類する。

F1=球 形あるいは卵形の体部をもち、頸部は肩部よりやや窄んだ位置から立ち上がるもの。口縁部から体部に

かけて印花文によって多く飾られる。ロクロ成形である。

F2=や や肩部の張る胴長の体部をもち、肩部からあまり絞らずに頸部が立ち上がるもの。頸部下端部には突帯

が巡る。体部には沈線が施 され、その間を印花文で施文する。ロクロ成形である。

F3=平 底に胴長の体部をもち、肩部があまり張 らずにやや窄んで頸部が立ち上がるもの。口縁端部は外面に凹

線を巡 らす。頸部下端部には突帯が巡 り、体部中央には沈線 を施す。底部は不調整で底部端部と体部下端

部に弱いロクロケズリを施す。胎土は粗雑であり、後述する甕Cの 胎土に近いが焼成状態はよい。ロクロ

成形である。

F4=肩 の張る体部をもち、肩部か らやや窄んで頸部が立ち上がるもの。頸部と肩部に沈線を施す。ロクロ成形

である。

F5=平 底をもち、体部は中央か らやや上部で強 く張って肩部を形成し、小 さく窄んで頸部が立ち上がるもの。

頸部下端には突帯を巡 らし、頸部 と肩部に沈線を施 し、肩部から体部中央 まで印花文を施文する。

F6=平 底をもち、体部は中央で膨 らんで球形に近 く、大 きく窄んで頸部が立ち上がるもの。口縁端部は上部に

やや引 き出し肩部に沈線を施す。

各第三形式は形態的特徴 ・法量などか らさらに細分されるが、ここでは分類 しないでおく。

壺G:体 部や頸部から頸部が立ち上がることなく屈曲して口縁部にいたる短頸壺である。形態的特徴などから6つの

第三形式に分類する。

G1=小 型の壺である。卵形の体部に広 く開いた口縁部か らなり、口縁端部外面には凹線が巡る。体部に沈線を

巡 らし、その間を印花文で施文する。ロクロ成形である。

G2=G1を 大型にした形態であ り、体部に沈線を施 し、体部中央には把手状あるいはボタン状の粘土を貼 り付

ける。

G3e卵 形の体部から小さく窄んで口縁部が立ち上がるもので、口縁端部は上方へ若干引 き出す。体部内外面に

は叩き ・当て具痕をとどめる。体部に沈線を施すものもある。

G4=や や大型である。体部が大きく膨らみ、やや窄んで口縁部が立ち上がるもので、口縁端部は外側へ巻 き込

んで丸 く収める。体部内外面に叩き ・当て具痕をとどめる。焼成度は低 く瓦質に近い。

G5=あ まり膨 らまず寸胴な体部から、径の広い口縁部からなる。[縁 端部は外側に小さく巻 き込み丸 く収める。
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体部にはカキメが見られる。焼成度は低 く瓦質である。

G6=瓦 質土器であり、口縁部は凹凸をほとんどもたずシンプルに、乞ち上が り、口縁端部は丸く収める。[縁 部

内面の調整はロクロ回転を利用するも非常に弱 く、ナデに近い。

これらは形態的特徴や法量によって細分できるが、ここでは細分 しないでおく。

壺H:体 部が上部で張って肩部を形成し、やや窄んで口縁部がほとんど立ち上がることなく終わる無頸壷である。

形態的特徴からいくつか分類 されるが、ここでは大 きく文様の有無によって2つ の第三形式に分類する。

H1=高 台をもつ平底に肩の張るやや縦長の体部が伸びるもので、体部全面に亘って印花文を施文し多く飾 られ

る形式である。上側に巻 き込む把手がつく。

H2=肩 部をもつ体部には文様が無く、肩部より下の内外面で叩き ・当て具痕をとどめるもの。

これ らは法量によっても細分されるがここでは分類しないでおく。

壺1:大 型の壺であ り、やや肩部の張った卵形に近い体部に、[]縁 部で大きく開 く広 く長い頸部がつ く。頸部端部

には突帯が巡 り、[縁 端部は外側に巻き込む。肩から体部にかけて突帯を巡らすものがある。焼成度は基本的

に高 く陶質であるが、瓦質もみられる。形態的特徴や法量から細分可能であるが、ここでは分類しない。

9.骨 壺(図11)

骨壷 として作られたものをまとめて呼称する。蔵骨容器にはさまざまな種類の十器が用いられてお り、本来は別

の用途で製作されたと考えられるものも存在する。ここでは蔵骨器として利用することを意図 して作ったと思われ

る形態に限って分類 を行い、第二形式には骨壺A(連 結把手付骨壷)、骨壺B(盒 形骨壺)、骨壺C(円 筒形骨壷)

の3種 類を設定する。 しかし、蔵骨容器の種類は多様であ り、その把握 と分類はさらに押 し進めていく必要がある。
(16)

骨壺は印花文によって華やかに装飾される形式である。骨壷については鄭吉子氏と宮川禎一・氏の研究がある。

骨壺A:蓋 と身が組み合わさって盒子状を呈 し、蓋と身を連結するための把手(連 結把手)を 有するもので、いわ

ゆる連結把手付骨壷といわれるものである。連結把手の位置か ら2つ の第三形式に分類する。連結把手付骨
リア　

壺については宮川禎一一氏の論文に詳 しい。

Ale蓋 と身を組み合わせたときに連結把手が離れた位置にあるもの(宮 川氏のいうA形 態)。

A2=蓋 と身を組み合わせたときに連結把手が接する位置にあるもの(宮 川氏のいうB形 態)。

この他、つまみや高台の形態、プロポーションなどによって細分可能であるが、ここでは分類 しない。

骨壺B:蓋 と身が組み合わさって盒子状を呈するもの。骨壺Aの 内容器として用いられたと考えられているもので

ある。

骨壺C:円 筒形を呈するもので、細長い身部につまみのついた面長の蓋が組み合わさる。

10.瓶(図11)

一定の膨 らみをもつ体部に非常に小さな口頸部がつ くものである。第二形式には瓶A(瓶)、 瓶B(瓶)、 瓶C

(粘土帯瓶)、 瓶D(瓶)、 瓶E(瓶)、 瓶F(瓶)、 瓶G(印 花文長頸瓶)の7種 類がある。

瓶A:平 坦な底部に球形や楕円形の体部をもち、小さく窄んで短い口頸部が伸びる。口縁部や体部の形態か ら細分

可能であるがここでは行わない。

瓶B:小 型で、[頸 部は若干広 く、短 く伸びて[縁 端部は外径する面をもつ。頸部に沈線 と印花文を施す ものがあ

る。

瓶C:肩 の張った林檎形の体部に数条の隆帯を縦に貼 り付けたもので、隆帯の問を印花文で施文するものもある。

隆帯 をもたない同形態のものもここに含めてお く。
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瓶D:細 長い砲弾形の体部から若干肩部を形成 して径の小さな口頸部が伸びるもの。肩部か ら体部にかけて沈線を

施 し、その間を印花文で施文するものもある。

瓶E:体 部が樽形を呈するもの。体部に印花文を施すもの もある。

瓶F:体 部が算盤珠を呈 し、非常に小さい径の口頸部がつ くもの。沈線や印花文 ・波状文などを施文するものがあ

る。

瓶G:高 台がつく、やや細長 く肩部が若干張る卵形の体部をもち、頸部が細長く伸びて口縁部で開き、屈曲して上

方に伸びるもので、いわゆる浄瓶である。頸部に沈線を施 し、頸部から体部にかけて印花文を施す。

瓶の各形式はそれぞれ形態的特徴 ・法量などから細分可能であるがここでは分類 しないでお く。

11.甑(図ll)

深鉢形を呈し、体部ほぼ中央の向かい合う位置に把手をもち底部に孔を穿つものであ り、叩き痕跡をとどめる装

飾性のない土器である。第二形式には、甑A(甑)、 甑Bの2種 類がある。

甑A:底 部に円形あるいは細長い孔を複数穿ち、体部は深鉢状に高 く伸びるもので、体部ほぼ中央の向かい合う位

置に把手をもつ。[縁 部や底部の形態から2つ の第三形式に分類する。

A1=丸 底から[縁 部でやや広 く開いて立ち上がる体部をもち、口縁部は外反 し[縁 端部に面をもつもの。土器

の質は陶質であ り、

A2=平 底か らやや上方に深 く立ち上がる体部をもち、口縁部は大きく外反することなく直立 し、口縁端部は外

側に巻 き込んで丸 く収めるもの。土器の質は瓦質であ り、外面全面に単位の確認できない粗いミガキが施

され、体部に沈線を巡 らすものもある。

これらは底部穿孔や形態的特徴、法量によって分類可能であるが、ここでは細分 しない。

甑B:円 筒形の体部に円形の孔を複数穿ち、口縁部は外方に開いて[縁 端部は外側に巻 き込んで丸く収める。甑 と

したが、その用途は不明である。

12.羽 釜(図ll)

直立する[縁 部外面に、ほぼ水平に伸びた羽が巡るものである。口縁部には沈線が巡り、口縁端部はやや内側に

絞 り内傾する面をもつ。土器質は瓦質であり、上述 した甑Aと セットとして用いられたと考えられる。ここでは第

二形式に分類できないが、他の資料 との比較を考慮 し、羽釜Aと 呼ぶ。

13.甕(図12)

平底の深鉢形を呈し、丸みを帯びた体部をもち口縁部は広く開くものであ り、叩きの痕跡をとどめるものもあ り

装飾性のない十器である。器表面に煤が付着したものが散見され煮炊 きに用いた可能性が高い。第二形式には、甕

A(甕)、 甕B(壺)、 甕C(把 手付壺)、甕D(甕)の4種 類がある。

甕A:丸 底から球形に近 く内轡して広口の口縁部に至るもので、基本的に向かい合う両側に把手をもち口縁端部は

肥厚する。体部の内外面には叩き ・当て具痕をとどめる。土器質は瓦質である。これらは法量によって分類可

能であるがここでは細分しない。

甕B:球 形に近い体部からやや小さく窄んで頸部が立ち上がるもので、体部の向かい合う位置に把手をもつ。形態

的特徴や技法などから2つ の第三形式に分類する。

B1=卵 形の体部から口縁部が外方へ短 く伸び、口縁端部は外側で面をもって上方へ小さく伸びる。体部内外面

には叩き ・当て具痕をとどめてお り、外面の叩きは縄席文である。叩きの後に軽 くロクロナデを施す。把
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図12形 式 分 類(5)(S1/8)

手は貼 り付けた後、おそらく叩き具によって再度接合部の成形 ・調整を行う。二次被加熱痕がみられるこ

とから、煮炊きに用いた土器と考えられる。

B2=口 縁部は外方へ短 く開き口縁端部は外側に巻き込んで丸 く収める。体部内外面には叩 き ・当て具痕をとど

める。体部中央の向かい合う位置に把手がつき、把手は空洞で先窄みに成形 してお り、やや丁寧にナデて

仕上げる。体部には沈線を施す。十器の質は瓦質である。

甕C:平 底をもち、体部はほぼ中央でやや張って轡曲するもので、基本的に韓櫨を利用 して薄 く成形 し、小型は手

捏ね成形を行う。頸部で若干窄んだ後口縁部が外方へ屈曲し、口縁端部は上方へ小さく引き出す。底部中央は

不調整で、底部端部と体部下端部にケズリ調整を施す。体部ほぼ中央に上側に巻き込む把手を貼 り付けるが、

体部内面から押 し込むものと押 し込まずに貼 り付けるものがある。胎土は砂粒を多 く含んで粗雑であり、焼成

度もそれほど高くはなく色調は黒褐色を基調 とするもので、この形式に一般的に見られる土器質である。これ

らは口径によって3つ の第四形式に分類 される。

1:口 径7.5cm前後の もの。

H:口 径12cm前 後のもの。

皿:口 径14.5cm前 後のもの。

甕D:平 底をもち、体部は面長に立ち上がって[縁 部が外方へ屈曲し、[縁 端部は外傾する面をもつ。内外面にロ
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クロナデを施すが、体部内外面には叩き ・当て具痕をとどめる。底部端部と体部下端部にケズリ調整を行 う。

土器質は甕Cに 一般的に見られる粗製の土器である。

甕E:体 部上部からに4つ の段 をなしながら窄んで口縁部に至るもの。粗製の土器である。

甕F:丸 底に近い底部をもち、体部が轡曲しながら立ち上が り[縁 部に至る。口縁部は 「く」字に屈曲し短 く外反

し口縁端部は外傾する面をもつ。はっきりとした痕跡は確認できないが、胎土や土器の質から煮炊 きに用いた

可能性が高い。成形技法や口縁端部の形態などから2つの第三形式に分類する。

F1=体 部内外面にロクロ目が確認できるもので、口縁端部はやや鈍い面をもつもの。底部は中央を除いてヘラ

ケズリを施 し、後述する甕Cと 同様のやや粗い胎土で、やや焼成温度 も低い。

F2=体 部内外面に叩き成形の痕跡を留めるもので、[縁 端部は鋭い面をもつもの。胎土は密だが焼成温度は低

く瓦質である。

以上、第一形式13種類、第二形式72種 類、第三形式122種 類に分類 し、各々説明 してきた。古墳出土資料に比べて

非常に多様な様相を示 していることがわかる。先述 したように、ここで行った形式分類は型式に置 き換えられる可

能性があり、すべての形式が必ず しも同時に存在 したというのではない。 したがって、これらの形式は型式分類を

行う中で同系列に該当するものをまとめていかなければならない。

法量による第四形式は、各形式内に法量から見た纏まりが確認されるということであり、必ずその法量を守って

いると言うことではない。それは、各形式の法量が常に一定ではなく時間と共に変化するものであり、 したがって、

群の分布する中心が流動的なものであるからである。今のところ、第四形式 という分類は、各形式がここで分類 し

た程度の差をもって纏まる群を形成 しているということにとどまる。今後、型式編年の編成作業の中でその変化を

明らかにし、各時期の法量による群の在 り方を追求していかなければならない。なぜなら、第四形式 とした法量の

変遷 ・消長を追うこと自体が様式の把握に繋がるからである。

5.新 羅土器の諸特徴

以上、7～8世 紀代の新羅土器について無機質な説明を長々と続けてきたが、依然、個々の形式に関しては詳述

すべきことは多い。しかし、それらすべてを述べることはできないので別稿に譲 り、ここでは全体的に言えること

を整理 しておきたい。上述 した形式には、各形式 を超えた諸属性によってまとめることができる(表1)。 一一・つは

十器の質であ り、一つは用途 ・機能であ り、一つは印花文施文割合による装飾性の有無である。これらは相関関係

にあ り、それぞれが意識されて土器製作が行われたと考えられる。様式の把握をする場合、こういった視点も重要

になってこよう。以下、これらについて簡単にまとめておきたい。また、各形式の説明の中で、技法や法量規格な

どか ら形式分類できる可能性 を指摘 したが、これについても若干整理してお く。

(1)土 器質の分類

形式分類の際に若干触れてきたが、土器の質は大きく分けて3種 類が存在する。いわゆる陶質土器、瓦質土器、

赤褐色軟質十器の系譜にある粗製の土器である。陶質十器には焼成度の低いやや生焼け状のものも含めている。同

一形式においても、良く焼け締まり自然粕に覆われているものと、焼成不良の軟質のものとが認められるのであり、

両者を明確に区別することが困難だからである。両者は基本的に同 じ技術によって同 じように焼成されたと考えら

れるのでまとめて呼称するが、形式によって軟質 ・硬質の割合に差が認められる。このことから、同一の窯で同時

に焼成 したとしても窯詰めの際にはその配置を考慮していたと思われる。

瓦質土器は、…般的には、韓国原三国時代を代表する土器の…つで、灰色を基調とし吸水性の強いやや軟質の土
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諸形式の特徴表1

形式 土器質 用途 装飾性
形式 土器質 用途 装飾性

第一 第二 第三 第一 第二 第三

高圷

A 1 陶 質 供 膳 低

皿

A 一 陶 質 供 膳 無
z 陶 質 供 膳 低 B 一 陶 質 供 膳 低

B 一 陶 質 供 膳 低 C 一 陶 質 供 膳 低

C
1 陶 質 供 膳 低 D 一 陶 質 供 膳 高?
2 陶 質 供 膳 無? E 一 陶 質 供 膳 無

D 一 陶 質 供 膳 無 F 一 陶 質 供 膳 無

E

1 陶 質 供 膳 無 G 一 陶 質 供 膳 無
2 陶 質 供 膳 無 H 一 陶 質 供 膳 無
3 陶 質 供 膳 無 1 一 瓦 質 供 膳 無

F 一 瓦 質 供 膳 無

鉢

A 一 陶 質 供 膳 低

高台蓋杯
A 一 陶 質 供 膳 低 B 一 陶 質 骨 壺? 低
B 一 陶 質 供 膳 低 C 一 陶 質 供 膳? 低?

椀

A 0 陶 質 供 膳 鉦 D 一 陶 質 供 膳? b
n

1 陶 質 供 膳
..

壺

骨壺

瓶

甑

羽釜

甕

A 一 陶 質 貯 蔵 局

B

1 陶 質 供 膳 An

B
1 陶 質 貯 蔵 高

2 陶 質 供 膳 b
n 2 陶 質 貯 蔵 高

3 陶 質 供 膳 高 C 一 陶 質 貯 蔵 高

C
1 陶 質 供 膳 高 D 一 陶 質 貯 蔵 高
2 陶 質 供 膳 A

n E
1 陶 質 貯 蔵 高

D 1 陶 質 供 膳 局 z 陶 質 貯 蔵 高
E 一 陶 質 供 膳 高

F

1 陶 質 貯 蔵 高
F 一 陶 質 供 膳 高 z 陶 質 貯 蔵 高?
G 一 陶 質 供 膳 高 3 陶 質 貯 蔵 無
H 一 (黒色土器) 供 膳 低 4 陶 質 貯 蔵 無?

蓋

杯

A

1 陶 質 供 膳 低 5 陶 質 貯 蔵 高?
2 陶 質 供 膳 低 6 陶 質 貯 蔵 無
3 陶 質 供 膳 高?

G

1 陶 質 貯 蔵 低

B
1 陶 質 供 膳 高 z 陶 質 貯 蔵 無?
2 陶 質 供 膳 高 3 陶 質 貯 蔵 無

C 一 陶 質 貯 蔵 高 4 陶 質 貯 蔵 無

D

E

F

G

H

I

J

A

B

C

D

E

1

2

陶 質
陶 質

貯 蔵?
貯 蔵

一牽
局?

5 陶 質 貯 蔵 無
6 瓦 質 貯 蔵 錘

3

1

z
}

1

z

l

z

-

1

陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質

貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳?
貯 蔵

高?

毫Pn

高

高
bn

尚

高
高

低?

H
1 陶 質 貯 蔵

,.

rA

z 陶 質 貯 蔵 無
I

A

一

1

2

陶 質
陶 質
陶 質

貯 蔵
埋 葬
埋 葬

笹

蕎
高

B 一 陶 質 埋 葬 高
C

A

B

C

D

一

1
-

一

一

陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質

埋 葬
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵

高
無
低
高
低?z

1

陶 質
陶 質

貯 蔵
供 膳

低
低 E

F

G

A

一

一

一

1

陶 質
陶 質
陶 質
瓦 質

貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
煮 沸

低

低?
高?

無

2

3

1

陶 質
陶 質
陶 質

供 膳
供 膳
供 膳

低
無
無

2

3

4

1

z

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

1

2

陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
(軟 質)
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
粗 製
粗 製
陶 質
瓦 質

供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
照 明
照 明
照 明
照 明
照 明
照 明
照 明
供 膳
供 膳

無
無
無
無
低?
低
高
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

2 瓦 質 煮 沸 無
B

A

A

B

C

一

一

1

1

瓦 質
瓦 質
瓦 質
瓦 質

煮 沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸

無
無
無
無

2

1

瓦 質
粗製

煮 沸
煮 沸

無
無

D 一 粗製 煮 沸 無
E 一 粗製 煮 沸 無

F
1 粗製 煮 沸 無
z 瓦 質 煮 沸 無

あるが、ここでいう

は、日本の中世に見

椀や火鉢などのいわ

器、あるいは現 ・近

く、器表面は黒灰色

ち断面は灰 白色を呈

、透水性は保つもの

質に焼 き上がってい

って原三国時代のぞ

される。両者を区別

の名称で呼ぶ方が分

が、ここでは瓦質十

であるが、作 られ

や胎土から赤褐色

譜にあることは確

かしながら、色調

く、硬度も硬質の

褐色軟質土器 とは

の用途 ・機能面に

は変化が認められ

、黒褐～黒灰色を

を多く含む粗い胎

や硬質に焼け締ま

の土器を軟質系粗
(18)

す る。古墳出土の

蓋

杯

D

E

F

G

H

1

J

A

B

C

D

E

2

3

1

z

1

z

1

z

1

z

1

2

3

1

2

3

4

1

z

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

1

2

岡 貝
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
陶 質
淘 質
陶
陶 質
陶 質
淘
陶
陶k

陶 質
陶
陶 質
陶 質
陶 質
陶 丘

陶 質
陶 質
陶 質
淘 斤

陶
(軟 質)

陶 丘

陶 質
陶 質
陶 質
粗 製
粗 製
陶 殖
瓦 質

貝丁 ノ臥 了

貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳?
貯 蔵
貯 蔵
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
供 膳
照 明
照 明
照 明
照 明
照 明
照 明
照 明
供 膳
供 膳

両
高?

高?

高
高
高
高
高
高
高
高
低?
低
低
低
無
無
無
無
無
無
低?

低
高
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

骨壺

瓶

甑

羽釜

甕

H

1

A

B

C

A

B

C

D

E

F

G

A

B

A

A

B

C

D

E

F

6

1

z

1

2

1

1

2

1

1

2

1

1

z

P岡 」

瓦
陶
質
陶
陶
陶
陶
陶
質
質
陶
陶
陶
陶 質
陶 質
瓦
瓦
瓦
瓦
瓦 質
瓦 質
瓦
粗lj

粗u

粗製
J

瓦

貝丁1臥

貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
埋 葬
埋 葬
埋 葬
埋 葬
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
貯 蔵
煮 沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸
_沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸
煮 沸

無
無
高
無
無
高
高
高
高
無
低
高
低?

低
低?
高?

無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無

十器に多 く見 られる赤褐色軟質土器の有蓋鉢 とは色調や焼成状態だけでなく用途 も異なると考えられ

に多 く見られるi甕・壺類の形態は前期様式土器にもみ られ、従来、赤褐色軟質土器 と捉えていた一群

時期が降るにつれて、質 ・機能面での分化が見 られる可能性があり、今後こういう視点からの再検討

壺類に多 く見 られ

う。

洞376遺 跡ではその存

の十器が存在する。椀

のと考えられる。その

与えないが、将来的に

じ様相を示すものであ

を行うことは躊躇され

器は、成形においては

在比率が非常に低いが、椀Hに 見 られる黒色十器と杯D1に 見られる緻密な胎土

冠Hは雁鴨池から多 く出土してお り、、皇南洞376遺 跡の所属年代 よりも新 しい時期

)祖形は陶質土器の椀C類 と考えられ、陶質のものも存在する。ここではこれと

は分類すべきものであろう。杯Dは いわゆる十師質の土器であり、 日本中近世

る。皇南洞376遺 跡出土資料中では1点 確認したのみであり、この1点 をもって

tる。今後の資料増加を待ち取 り扱うべ きであろう。

よ基本的に鞭輔を用いてお り、手捏ね成形は見 られない。
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(2)用 途形態 としての分類

各形式の土器を形態や十器の質、使用痕跡などから用途を推測し、その用途に還元 ・分類するならば、供膳形態、

貯蔵形態、煮沸形態、照明形態、埋葬形態の5つ の用途形態に分けられる。また、皇南洞376遺 跡では確認されな

かったが、陶硯などの文具形態 とでも言 うべ きものも存在する。ここで言う煮沸形態には調理用の土器 も含めての

名称として用い、照明形態 とは灯明皿の類を言い、埋葬形態 とは埋葬用土器 という意味で用い、甕棺や骨壺の類を

言う。食事形態の復元という意味からいえば、照明形態 ・埋葬形態 ・文具形態というものは厳密に言えば省くべ き

であるが、その認識や判別が未だ不明確な部分は多い。ここでは、韓燗三氏が注目した古墳出土品である副葬土器

という分類は用いなかったが、これは、生活(消 費)遺 跡において、同時に存在する諸形式の中から副葬用の形式

を抽出することが困難であり、また、抽出できたとして、果たしてその形式が副葬用土器として位置づけられるも

のであるのかという疑問があったためである。それは古墳出土資料をみても副葬用として生産され用いられた十器

というよりは、寧ろ、当該期においては、日常生活用の土器を二次的な使用によって副葬したと捉える方がよいと

考えたからである。資料が蓄積 され古墳出土資料と生活(消 費)遺 跡出土資料との比較研究の進展により、将来的

に分類できる可能性 もあろうが、ここでは用いないでおく。

供膳形態 … 高杯A～F、 椀A～G、 杯A・B・C・E、 皿A～1、 鉢A・C・D。

貯蔵形態 … 壷A～1、 瓶A～G。

煮沸形態 … 甑A・B、 羽釜A、 甕A～F。

照明形態 … 杯D。

埋葬形態 … 骨壺A・B・C・(鉢C)。

(文具形態 … 陶硯など)

これ らの用途による分類と十器の質とはほぼ対応 してお り、供膳形態 ・貯蔵形態 ・埋葬形態 ・(文具形態)は 基

本的に陶質土器であ り、煮沸形態である甑、羽釜、甕A・B・F2は 軟質である瓦質土器であ り、i甕C・D・F1

は軟質系粗製土器である。つまり、供膳形態 ・貯蔵形態には食事を盛った り貯蔵するのに適した陶質土器が使用さ

れ、埋葬形態には内容物を保護し、また装飾するため硬質で綺麗な胎土の十器が使用され、煮沸形態には煮炊きに

適 した胎土 ・焼成度である瓦質土器 ・軟質系粗製十器を使用しているのであ り、用途に応 じた作 り分けが成されて

いるのである。もちろん、同じ供膳形態や貯蔵形態であっても焼成不良のものや瓦質に近いものは認められるが、

総体的に眺めるならば、形式差と土器質との問には明らかに相関関係があるのであって、そこに作 り分けた意識 ・

意図を汲み取ることは十分に可能だと考える。こういった作 り分けの状態がいつから生 じたのかという視点も、今

後、様式的な把握をしてい く際には必要となってこよう。

(3)各 形式に見られる装飾格差

上述 した各形式の中には、印花文によって装飾される土器と装飾されない土器がある。また、装飾される場合で

あってもその割合に差が認められる。そこで、装飾性の割合によって高飾性 ・低飾性 ・無飾性に分類を試みる。高

飾性とは、印花文の出現から衰退期にかけて、あるいはその形式の出現以降、常に装飾の対象とされ華やかに飾ら

れるものであ り、低飾性 とは、印花文の施文は認められるがその割合が低 く、ごく単純な施文に終わるものやごく

短期間のみみられるものであ り、無飾性とは、印花文の流行とは無縁であ り施文がみられないものである。

甕 ・甑 ・羽釜などの煮沸形態では無飾性がほとんどであって装飾性が低 く、逆に供膳 ・貯蔵形態では装飾性の高

いものが多い。ただ、供膳 ・貯蔵形態ともに高飾性 ・低飾性 ・無飾性が認められ、供膳 ・貯蔵という大きな分類で

は装飾性は区別できない。供膳 ・貯蔵形態の中で装飾性にランクが存在するようである。但し、現状では各形式の

型式組列を把握することが困難であ り、ここでいう高飾性 と低飾性 との区別は現段階では不明確な部分が多い。し

かし、この視点も、様式設定においては重要なものとな り得るのであ り、今後の課題としたい。
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(19)

新羅土器の装飾性に関しては、江浦洋氏が日本出土の新羅土器を分析 した中で触れている。江浦氏は、畿内、と

りわけ大和の飛鳥 ・藤原地域で印花文を施文する長頸壺の出土多いことに注目し、機能性と装飾性を兼備 した土器

として選ばれたもので外交使節によって齎されたと結論づけている。容器として用いる限 り機能性の重視は当然で

あ り、正式な外交使節が齎したものであれば外見上の見栄えも重視された可能性が高い。しか し、長頸壺(本 稿の

壷A)が 特別装飾性に富んだ形式でないことは見てきた通りであ り、壺形態は基本的に高飾性のものが多い。印花

文自体をみても、壺Aだ けが特別な文様であるということはない。

壺Aは 当該期の貯蔵形態では出土量を見ても中心的な形式の一つと言えるのであ り、寧ろ、一般的な器形であっ

たと考えられる。 したがって、 日本への搬出においては、基本的には、装飾性以上に機能性が重視されたと解釈す
(20)

べ きであろう。ただし、日本出土の新羅土器のうち、特に畿内からは緑粕陶器の出土が比較的多く、新羅でも出土

量の少ないこの緑粕陶器に関しては容器自体にも価値を認めていたものと考えられる。

(4)形 式の細分要素

各形式において法量による規格が認められ、それによって細分できることを指摘 したが、本稿ではすべての形式

で時間差による検討を行い得ず、したがって、これらの分類については今後検証 していかなければならない。ただ、

層位的な検討を行ったものから言えば、法量による規格性は存在 し、時間を経るごとに全体 として縮小傾向にある
(21)

こ とは確認できたと思う。また、単に[径 のみによる規格性に止まらず、同…の口径であっても身部の深浅によっ

て分類することができた。これについては層位的な検討ができなかったが、時間差ではなく並存 した可能性が高い。

したがって、供膳形態、特 に椀類においては非常に多 くの種類が並存 したものと考えられる。

さらに、焼成時の痕跡によっても分類できたが、特に、高圷C(無 蓋高圷)か らは多くのことが分かった。まず、

口縁端部に見られる藁状痕跡をともなう自然粕の存在(E)か ら、本来は蓋を伴う形式であることが分かった。こ

れについては、出十状況から有蓋である可能性が指摘 されていたが、重ね焼きの痕跡からより明確に言えるもので

ある。次ぎに、蓋と重ねて焼成せず、身部内面に他個体 を重ねた痕跡を留めるもの(L)も 存在 していることが分

かった。この両者は痕跡を確認して初めて分類 されるのであって、[縁 端部や底部内面に重ね焼きの痕跡をとどめ

ていないものは分類不可能であり、今後、痕跡を留める資料を集めてその傾向を検討する必要がある。この二者の

解釈については、1.有 蓋 と無蓋の差、2.工 人差 ・生産地の差、3.時 間差(型 式差)の 可能性がある。高圷C1

では各口径でE・Lの 両者がみられ、高杯C2で はLの 痕跡が認められる。E・Lを 解釈するためにはここで扱 う

資料だけでは少なす ぎるため、今後の課題 としたい。

新羅王京には各地の土器が集まっていた可能性があり、時間差だけでなく地域性にも注意を払わなければならな

い。地域性を示す ものとしてよく用いられるのは、成形技法の差から生 じる形態差や胎土がある。本稿での細分で

は胎土をあまり重視 しなかったが、同形式であっても胎土の特徴によって区別が可能であり、これらは生産地を反

映している可能性が高いと考える。これについては別稿で述べたい。

6.お わ りに

「新羅王京様式」構築 の前段階として、7～8世 紀代を中心とする新羅土器の様相を把握 しようと試みたわけで

あるが、ある程度の見通しを立てることができたと思う。すなわち、当該期の新羅土器は、大 きく陶質 ・瓦質 ・粗

製土器の3種 類に分けることができ、それぞれ用途によって作 り分けていた。当該期の日本の土器 と比較するなら

ば、 日本の土師器という存在が非常に特異であることがわかる。新羅土器か らみれば、特に、杯 ・椀 ・皿などの供

膳形態で須恵器 と同等かそれ以上に土師器を用いることはまったく異様である。確かに、椀Hの ように黒色土器の

ような土器も存在するが、それらは陶質の供膳形態が衰退 した後に増加するようであり、7世 紀代ではほとんど見
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られない。透水性のある十器質を供膳形態に用いる日本での様相は新羅十器と比べると決 して合理的とはいえず、

こういった合理性を超えた原理の追究が土器様式の特質を理解する手掛か りとなると考える。このように、形式組

成の中における十器質の比較検討によって、日韓十器様式の特質の一一・端を示すことが可能である。

さらに、印花文によって装飾されるものとされないものが存在 し、その装飾性の中にもランクが認められた。 し

たがって、形式ごとに印花文施文に差があるということになり、このことは、当該期の中心的編年体系である印花
(22)

文編年の応用姿勢に疑問を投げかけるものとなる。

法量には規格性が認められるのであり、数値を示すことはで きないものの、それによって形式組成における供膳

形態の割合が非常に高くなっている。今後は、時間の経過による形式組成の変化についても検討を行っていくこと

が必要である。また、重ね焼 きの痕跡から焼成方法の違いを明らかにすることや胎十による群別を行うことによっ

て、地域色を把握することも可能となり得る。ただ、これらの違いが何を示すのかは検討を要する問題ではあるが、

人文科学においては仮説を立てて検証を繰 り返すことが重要であり、そういう意味でこういった見通しを立てるこ

とは必要だと考える。本稿での成果は、今後、個別の分析を深めていくことができる基礎を設定できたことである

と信 じる。個々の分析については、逐次発表していく予定である。

本稿は皇南洞376遺 跡出十資料を中心に分析 したものであ り、ここで示 した様相だけをもって新羅中心地の土器群

と言えるものではなく、あくまでも一・消費地の様相を漠然と示したに過ぎない。今後、ここで提示した分類を、生

活遺跡における層位的な分析を通して比較検討し、形式と型式の検証を重ね、新羅王京内で消費された土器様式の

把握に努める必要がある。
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(10)前 掲註7)重 見論文。

(11)前 掲註7)重 見論文。

(12)前 掲註7)重 見論文。

(13)崔 乗鉱1984「 皇龍寺趾出土 古新羅土器」『サ武燗博士回甲紀年論叢』サ武嫡博士回甲紀年論叢刊行委員会、サ相恵

2001「6～7世 紀新羅土器相封編年試論一慶州芳内里古墳群 スト豆号 号想皇呈 一」『韓國考古學報』45韓 國考古學会。

(14)前 掲 註13)論 文。

(15)鄭 吉子氏の研究に拠れば、鉢Cは 本来骨壺 として取 り扱 うべ きかも知れないが、早い段階で古墳埋葬部からも出土する例

があり、特にその出現段階において、火葬を前提とする蔵骨器を意図して製作 したかどうかについては今後の検討課題だ

と言える。 したがって、ここでは鉢に分類 してお く。また、内容器で椀形のものがあるが、それだけを見て蔵骨器 と判断

することは不可能であるのでここでは鉢類に分類した。鄭吉子1980「 新羅蔵骨容器研究」『韓國考古學報』8韓 國考古

學研究會。

(16)前 掲註12)鄭 吉子論文、宮川禎一1989「 新羅連結把手付骨壺の変遷」『古文化談叢』第20集 発刊記念論集(中)九 州古

文化研究会。

(17)前 掲註13)宮 川論文。

(18)赤 褐色軟質土器と系譜を同じくするということで、黒褐色軟質土器と呼ぶことも可能であろうが、焼け締まりの程度や色

調による名称では、まったく同じ形態 ・胎土であり、仮に一緒に焼成したものであっても焼成状態の善し悪しによって両

者は異なる種類の土器 として分類される可能性がある。現に、古墳出土の一括資料中に同形態で同じ胎土をもつものであ

るが、赤褐色軟質土器と若干灰色がか り一部陶質になっているものとが認められる。本来、両者は同一の土器であり、赤

褐色で軟質の土器を意図 したものであるが、たまたま後者は還元焼成に近い状況にあったものである。これを軟質土器 ・

陶質十器と分類することは本来の器種組成を見誤ることになろう。このように、色調 と焼け締まりの程度(硬 質 ・軟質)

での単純な分類名称は避けるべきだと考える。

(19)江 浦 洋1992「 古代日羅関係の考古学的検討1一 何故、新羅の土器は海を渡ったのか一」『考古学論集』第4集 歴文堂

書房、江浦 洋1994「 海をわたった新羅の土器一土器からみた古代日羅交流の考古学的研究一」『ヤマ ト王権 と交流の諸

相』古代王権と交流5名 著出版。

(20)日 本出土の新羅土器集成には主に次ぎの文献がある。江浦 洋1988「 日本出土の統一新羅系土器とその背景」『考古学雑

誌』第74巻 第2号 、板橋正幸2001「 栃木県内出土の新羅土器について一西下谷田遺跡出土新羅土器を中心として一」『研

究紀要』第9号(財)と ちぎ生涯学習文化財団 埋蔵文化財センター。

(21)椀 ・皿類の法量規格性 とその推移については、雁鴨池の資料をもとに宮川禎一一氏 も言及しており、宮川氏の分析では本稿

で分類 した複数の形式を同時に扱っている。これについて、私は、特に椀類では本稿で分類 した形式が型式差 とはなり得

ないと考えているが、これについては別稿で詳述 したい。宮川禎一・2000「 新羅印花文土器の文様分析 一慶州雁鴨池出土

土器の検討一」『朝鮮古代研究』第2号 朝鮮占代研究刊行会。
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(22)当 該期の年代決定には印花文編年が主に用いられているが、凡形式的に応用されている。印花文編年については、宮川禎

一氏の一連の研究がある。主要論文には次 ぎのものがある。宮川禎…1987「 文様からみた新羅印花文陶器の変遷i」『高井

悌三郎先生喜寿記念論集 歴史学と考古学』 高井悌三郎先生喜寿記念事業会、前掲註13)宮 川論文、同1993「 新羅印花

文陶器変遷の画期」『古文化談叢』第30集(中)九 州古文化研究会、同2000『 陶質土器と須恵器』日本の美術 第407

号 至文堂。

図版 出典(転 載 図面 は再 トレー ス)

<図8～12>

1～21・24・25・28・34・37・39・40・44～52・57～66・71。74～77・87・92・94～97・99・100・104・105・107・111～121:

皇 南 洞376遺 跡(出 典12),22:陛 城 洞 遺 跡(出 典4),23:大 郎 時 至 地 区 生 活 遺 跡5G-9(出 典17),26・56・70・98:財 買 井

趾(出 典7),27:芳 内 里(乾 川 休 憩 所)6号 墳(出 典5),29:競 馬場 予 定敷 地C-1-1-19号 石 榔 墓(出 典13),30・80:西

岳 里石 室 墳(出 典19),31:芳 内 里(乾 川 休 憩所)41号 墳(出 典5),32:芳 内里42号 墳(出 典6),33:芳 内 里40号 墳(出 典6),

35:芳 内 黒36号 墳(出 典6),36・85・93:芳 内 里7号 墳(出 典6),38:月 城f字(出 典3),41:皇 南 洞211-4遺 跡(出 典10),

43・67・68・72・73・110:雁 鴨池(出 典1),53:競 馬 場 予 定敷 地C-1-2-9号 石 榔 墓(出 典13),54:芳 内 里(乾 川休 憩 所)

12号 墳(出 典5),55・106・108:王 京 地 区 内 フトム 管 理 設 地(出 典8),69:城 東 洞i・6遺 跡 溝2号(出 典18),78:出 土 地 不

詳(名 古 屋 市博 物 館 所 蔵)(出 典15),83:旭 水 洞 し}-30古 墳(出 典16),79:華Lh里6号 墳(出 典14),81:旭 水 洞フ}-35古 墳(出

典16),82:芳 内 里49号 墳(出 典6),84:芳 内 里(乾 川休 憩 所)34号 墳(出 典5),86:陛 城 洞690-3遺 跡(出 典11),101～103:

出 土地 不 詳(国 立 慶 州 博 物 館)(出 典9),109:沙 正 洞459-9遺 跡(出 典2)。
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